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（※）カーボンニュートラル化の対象となる事業の範囲は、ユアサ商事単体及びグループ会社の直接的CO₂排出と、各社の使用するエネルギーの生成に伴う間接的CO₂排出とします。

当社グループに       とっての重要性

比較的高い 非常に高い

社内での重点事項

ユアサビジョン360・　　　中期経営計画での重点事項
（社会へのインパクト　　　を高めたい事項）

●地球環境との調和　

●自社活動による環境負荷の低減

●循環型社会への対応
（レンタル＆シェアリング）

●良品奉仕の事業活動　

●持続可能な「モノづくり」
「すまいづくり」「環境づくり」
「まちづくり」の支援

●「良品奉仕」による安心＆
安全な社会の形成

●人間尊重の経営

●創業400周年に向けた健康経営＆
働きやすさの推進

●ダイバーシティ推進
（女性、外国人、中途採用人材）

●教育研修の充実（人材力の強化）

社
会
・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
の
重
要
性

比
較
的
高
い

非
常
に
高
い

●気候変動への対応
（レジリエントな社会の実現）

●創エネ・省エネノウハウによる
脱炭素社会への貢献

●「つなぐ」共創価値の創造

●ロボット（AI）IoT 事業の推進

●取引先との関係強化
（社内外のDX 推進＆ロジスティクス強化）

マテリアリティマトリックス

持続可能な社会へ　　　ユアサ商事グループのサステナビリティ宣言
2021年10月にサステナビリティ宣言制定・マテリアリティを特定
　ユアサ商事グループは、2021年10月に「サステナビリティ宣言」を発表いたしました。各種ESG関
連データの開示を拡充するとともに、新たに整備いたしましたサステナビリティ経営推進体制のもと
350年以上受け継がれてきた経営基盤をさらに進化させ、持続的な社会の構築に向け積極的に貢献
してまいります。

サステナビリティ経営推進体制
　サステナビリティ推進委員会は、代表取締役を委員
長に、取締役、上席執行役員により構成され、取締役
会にサステナビリティの重要事項について諮問・提言し
ます。事務局はサステナビリティ推進室が担当し、各事
業部門と連携して、各種方針策定やＥＳＧ関連データの
収集、管理、改善活動を行ってまいります。

事務局

推進サポート 連携

a）CO₂排出量の算定（Scope1＆2）	 b）CO₂排出量の算定（Scope3）　　　　　c）TCFDへの対応

a）レジリエンス＆セキュリティ事業を推進	 b）国内外の各拠点及び主要取引先等の気候変動リスクを確認

環境・エネルギーソリューション事業を推進

（注）��Scope1�：�事業者自らによる温室効果ガスの直接排出(燃料の燃焼、工業プロセス)�
Scope2�：�他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出�
Scope3�：�Scope1、Scope2以外の間接排出(事業者の活動に関連する他社の排出)

①ユアサ商事グループ内のCO₂排出量を算定し、削減目標を決定。財務影響を評価して適切に開示。

②気候変動への対応（適応）

①お取引先様との取引方針を策定

②取引方針の遵守に向けた実施計画を策定

③お取引先様に対し当社取引方針の周知を行い、	
　現状を確認するため、アンケート等を実施

①ダイバーシティ方針と目標を策定

②人権方針ほか、各種方針の策定

③社内での教育研修プログラムや	
　その他の施策を検討し、継続的に実施

各種ESG関連のデータを収集するとともに、	
開示情報を拡充

③気候変動への対応（緩和）

サステナビリティ宣言

社員の個性と権利を尊重したダイバーシティ経営を実践し、社員
一人ひとりが働きがいをもって成長できる企業グループとして発展
してまいります。

人間尊重の経営

創業から続く「良品奉仕」の精神に基づき、公正かつ堅実・誠実な
商取引を行うとともに、「『つなぐ』複合専門商社グループ」として、
ステークホルダーとともに安全・安心で豊かな社会づくりを推進します。

良品奉仕の事業活動

２０３０年度までにユアサ商事グループ全体のカーボンニュートラル化
を目指すとともに、双利共生の関係を重視し、気候変動への対応と
サプライチェーン全体での環境負荷の低減に努めます。（※）

地球環境との調和

取締役会

サステナビリティ推進委員会
（委員長：代表取締役）

サステナビリティ推進室（総合企画部内）

各事業部門、グループ会社
工業マーケット事業本部・住環境マーケット事業本部・建設マーケット事業本部・

経営管理部門・国内グループ会社・海外グループ会社

ガバナンス諮問委員会

アクションプラン
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「つなぐ」価値創造で
サステナブルな社会を実現します。

株主の皆さまには平素より格別のご高
配を賜り、厚く御礼申し上げます。
当社グループは、2020年4月に「ユアサ

ビジョン360」の2ndステージとして、
2023年3月期を最終年度とする中期経営
計画「Growing�Together�2023」を策
定し、「『つなぐ』複合専門商社グループ」
のキャッチフレーズのもと、成長事業戦
略、コア事業戦略の実行と経営基盤の強
化を推進しております。

Ｇｒｏｗｉｎｇ Ｔｏｇｅｔｈｅｒ ２０２３の推進
成長事業戦略については、社会課題の

解決=成長事業と捉え、「つなぐ」価値創
造をコンセプトに、自動化を省コスト短期
間で実現できる後付けのロボットシステム
「Robo�combo」の販売や気候変動対策
として「100%再生可能エネルギー利用
工場化」のご支援、豪雨による冠水被害

を検知する通信システム「キヅキミライボ
ラード」の提案に注力いたしました。
▶▶Ｐ9～10参照

コア事業戦略については、「必要な時に
必要なモノをお届けする」トレードビジネ
スの強化に向け、物流センターにおける
物流加工機能を強化いたしました。
▶▶Ｐ7参照

経営基盤の強化については、DX（デ
ジタルトランスフォーメーション）の推進に
向け、全国より23名のDX推進メンバー

を選出し、攻めと守りのDXにおける施策
の検討を行うとともに、連結子会社化し
たユアサシステムソリューション㈱ととも
に、グループ全体でのDX推進体制を強
化しております。 ▶▶Ｐ7～8参照

また、2021年10月には350年以上受
け継がれてきた経営基盤をさらに進化さ
せるため、企業理念に基づいた「サステ
ナビリティ宣言」を発表いたしました。新
たに整備いたしましたサステナビリティ経
営推進体制のもと持続的な社会の構築に

向け積極的に貢献してまいります。
▶▶Ｐ1～2参照

配当について
2022年3月期第2四半期の中間配当に

おきましては、当初の予定通り49円とし、
年間配当金は1株当たり123円を予定して
おります。
株主の皆さまにおかれましては、何卒

相変わりませぬご支援とご鞭撻を賜ります
ようお願い申し上げます。

2022年3月期　業績予想

「ユアサビジョン360」2026年（創業360周年）のビジョン

長期ビジョンと中期経営計画

1株当たり配当金と株主還元率の推移
■�中間配当金���■�期末配当金���━�株主還元率

※�設立100周年記念配当10円含む。記念配当除いた還元率は31.8%

※収益認識基準適用前Growing Together 2020 Growing Together 2023

ユアサビジョン360

1st  2018—2020年 2nd  2021—2023年 3rd  2024—2026年

業界トップレベルの収益構造を持つ『　　　   複合専門商社グループ』への成長を目指します。
■■売上高　■売上高（第2四半期）　■■経常利益　■経常利益（第2四半期）　�━�経常利益率代表取締役社長

2022年3月期第2四半期　経営成績

売上高 211,201百万円
前年同四半期比			—

営業利益 4,458百万円
前年同四半期比	9.4%増

経常利益 3,751百万円
前年同四半期比	18.2%減

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
2,688百万円

前年同四半期比	9.2%減

売上高 471,000百万円

営業利益 11,700百万円

経常利益 11,300百万円

親会社株主に
帰属する

当期純利益
7,600百万円

社長メッセージ

※「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号�2020年３月31日）等を
第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第２四半期に
ついては、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、売上高の対前年
同四半期増減率は記載しておりません。

※「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号�2020年３月31日）等を
第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期業績予想につ
いては、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。
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成長事業戦略

■計画��■実績 ■計画��■実績

海外事業

北米地区、南アジア地区、東アジア地区に対し、
当社グループの経営資源を集中投下します。

Growing Together2023 進捗

740億円

220億円
（2021年3月期実績）

（2023年3月期計画）

工業

住環境

建設

現地セールススタッフの育成と現地資本企業へ
の販売拡大（販売比率50％を目標）
タイ・ベトナムにおける省エネ・創エネ商材拡販
【建材】海外建材事業の強化（輸入・輸出）
【建機】中古建設機械・農機の輸出拡大

工業

住環境

建設

自動化システム「Robo�Combo」を開発・提案
Society5.0に対応した機器の開発・提案
公共エクステリア関連、ＩｏＴ商材の開発・提案

関連するSDGs 関連するSDGs

関連するSDGs

関連するSDGs

関連するSDGs

関連するSDGs

YUASA�ENGINEERING�SOLUTION�（THAILAND)CO.,�LTD.ではタイ国内
で太陽光発電システムの設計・施工・販売事業を推進

投資枠 億円40 投資枠 億円40

●冠水検知通信システム�「キヅキミライボラード」の販売
●コンクリート組立塀改修アルミ目隠しフェンス
　「八千塀®」の販売

古くなったコンクリートの万年塀を、支柱を残したまま塀の
部分をアルミフェンス化して倒壊被害を防止

Growing Together2023 進捗

「防災・減災・BCP」をキーワードに、安心・
安全な社会インフラの形成を推進します。

レジリエンス&
セキュリティ事業

300億円

283億円
（2021年3月期実績）

（2023年3月期計画）

八千塀®の概要
危険なコンクリート組立塀を安全なアルミフェンスへ改修

■計画��■実績 ■計画��■実績

軽量なアルミ製パネル支柱はそのまま利用
基礎工事不要

Before  After

取扱高 （単位：億円）

これまで培った環境ソリューションノウハウを
活かし、カーボンニュートラルによる持続可能
な社会の実現に貢献していきます。

環境・エネルギー
ソリューション事業

Growing Together2023 進捗
●太陽光発電・蓄電池・Ｖ２Ｈを組み合わせた
　ソリューション提案
●Ｏ＆Ｍを絡めた循環型ビジネスの推進
●所有モデルからエネルギーサービス契約モデルへの対応
　（ＰＰＡモデル確立）
●ＨＡＣＣＰ制度化対応�空気質診断ソリューションのご提案
●お取引先様への環境（Ｅ）を中心としたＥＳＧ経営サポート

250億円

213億円
（2021年3月期実績）

（2023年3月期計画）

関連するSDGs

当社が「100％再生可能エネルギー利用工場化」を支援
した金津村田製作所（福井県）

売上高 （単位：億円）

●Growing�Navi�発注金額の拡大
（2021年実績50億円→2023年計画100億円）
●販売先様とユーザー様を結ぶB�to�B�to�Uプラット
フォームの展開
●新流通ビジネス部によるワンストップでの商品提供の推進

Growing�Navi�B�to�B�to�U�展開イメージ
仕入先様
約550社
250万
アイテム

当社（B） 販売先様（B）

約2,000社
（ID保有販売先）

ユーザー様（U）
A社様
B社様
C社様
…

販売先様との電子商取引（Growing Navi）
事業を拡大します。

新流通事業

Growing Together2023 進捗

190億円

138億円
（2021年3月期実績）

（2023年3月期計画）

関連するSDGs

売上高 （単位：億円）

投資対象 AIベンチャー企業・SIerとのアライアンス
SIer機能強化のための投資

注力先 タイ

関連するSDGs

Growing Together2023 進捗

最先端のAI／IoT・ロボット技術の提案を通じ、
取引先ネットワーク全体の成長を目指します。

ロボ（AI）& IoT事業

170億円

74億円
（2021年3月期実績）

（2023年3月期計画）

自動化を低コスト・短時間で実現でき
る後 付 け のロボットシステム�
「Robo�combo」

ＡＩによる建設現場における資材数量
カウントシステム

■計画��■実績

売上高 （単位：億円） 売上高 （単位：億円）

●補助金を活用した介護・医療施設向け
感染症対策の推進

●コンテナハウスを利用した感染低減
ハウスの提案

Growing Together2023 進捗

68億円 80億円
（2021年3月期実績） （2023年3月期計画）

介護・医療事業

農機シェアリング
による刈り取り

●農機シェアリングサービスの推進
●工場設備、産業機器、ロボット、サービス・メンテ
ナンス分野におけるシェアリングモデルの開発

Growing Together2023 進捗

15億円 50億円
（2021年3月期実績） （2023年3月期計画）

シェアリング事業

19億円 50億円
（2021年3月期実績） （2023年3月期計画）

●国内で調達可能な原料で飼料の配合ができる
あっぺん機の提案

●UV-B(紫外線)でイチゴの免疫力を活性化する
蛍光灯の提案

Growing Together2023 進捗

農業事業

必要な時に必要なモノをお届け
するECサイトとして商品情報発
信の強化に努めています。

ロボットによる
自動箱詰め

●関東グランドフェア2021にて
「食品ライン」を展示
●異物混入を防止する検査装置の提案
（食の安全性確保）

Growing Together2023 進捗

27億円 80億円
（2021年3月期実績） （2023年3月期計画）

食品事業

チャレンジ分野

中期経営計画 Growing Together 2023

2019年
3月期

193 200

2020年
3月期

215 219219

2021年
3月期

213

2023年
3月期

250

2019年
3月期

117 113

2020年
3月期

136
152

127

2021年
3月期

138

2023年
3月期

190

2019年
3月期

175 190

2020年
3月期

205 205208

2021年
3月期

283

2023年
3月期

300

2019年
3月期

32

58

2020年
3月期

83 76
65

2021年
3月期

74

2023年
3月期

170

コロナワクチン接種会場に
設置されたコンテナハウス

UV-B電球形
蛍光灯
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コア事業戦略
物流センターにおける物流加工機能を強化 ●全国より23名のＤＸ推進メンバーを選出

新任社外取締役メッセージ

　社外取締役の役割とは、経営上の意思
決定や業務執行などの監督を「社外」の
立場から行うことと認識しております。企
業経営者としての経験をもとに事業戦略
や計画等に対する助言ができればと考え
ております。
　「ユアサビジョン360」の実現に向け、
長い歴史の中で育まれた伝統やお客様と
の信頼関係の上で総合力を発揮し、成長
事業の発掘にチャレンジし、ステークホル
ダーの方々とのコミュニケーションを深め
ながら企業価値を高めていくために、尽
力いたす所存です。創業400年、500年
という未来に向けての発展に少しでも貢
献できれば幸いです。

中期経営計画 Growing Together 2023

コーポレート・ガバナンス強化に向けて

現場の要望に合わせて製品の油分を除去して
出荷しています。

空調改装 洗浄処理

現場での手間のかかる改装作業を物流センター
で実施し、お客様の作業効率化を図っています。

お客様の要望に合わせてチェーンスリングを
加工・組立し、出荷しています。

自動弁組立 チェーンスリング

㈱キッツの認定工場として自動弁を
組立て出荷し納期短縮を図っています。

経営基盤の強化 2nd ステージ
投資枠 億円40

3rd ステージ
投資枠 億円80

ユアサビジョン360
投資枠 億円120+ =

仕入先 販売先自社倉庫

④
物
流
加
工

③
ピ
ッ
キ
ン
グ

②
保
管

①
入
庫

⑤
出
庫

　2021年９月に、全国より選出された23名のDX
推進メンバー任命式を開催いたしました。営業部門
と経営管理部門が一体となったプロジェクトにより、
デジタル技術を活用した企業変革施策を検討し、
ユアサ商事グループのDXを推進してまいります。

　当社はトレードビジネスの強化に向け、メーカー製品を当社物流センターで加工し、販
売先様がすぐにユーザーへと納入できる物流加工機能を強化しています。関東物流セン
ターでは「空調改装」、「自動弁組立」、「洗浄処理」、「チェーンスリング」の4つの加工機
能を保有し、現場工数の削減や納期短縮などのニーズにお応えする体制を整えています。

DX推進により「コト売りのデジタル商社」へ

　当社が持つ歴史や経験を可能な限りデータ化し、現在の仕入先様や販売先様の
ネットワークからの情報と、一般市場のデータを集約します。ＡＩによる分析を通して、
新たなサービスや当社独自の課題解決商品開発に結び付け、「モノ売り」から「コト
売り」への変革を実現していきます。

攻めの      DX

あらゆる顧客接点でデータを取得し、蓄積されたデータから顧客の感情や行動を分析�������することで顧客視点のサービス（新しいビジネスモデル）構築を目指します。

「コト売り」への変革によりユアササプライネットワークを形成

や
ま
ず
み
会
・
販
売
先
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

炭
協
会
・
仕
入
先
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

商取引データ　各種データ データ解析

守りのDX

ユアサビジョン360の下支えと
なるシステム環境を整備し、グ
ループ・グローバルで共通利用
可能となるIT環境へ刷新します。

当社一丸でのDX推進に向けて、
DX推進担当を選出。データを
起点にしたビジネス展開に向け
て、デジタル人材を育成します。

業務を支えるシステムを刷新し、
各システムに分散した業務を
シームレスにつなぐことで、業
務効率化を促進します。

グループ・グローバル
IT環境の整備 デジタル人材育成 基幹業務刷新

木村 恭介

DX推進メンバー任命式で期待を述べる田村社長

略歴
1979年� ４月 木村寝台工業㈱（現�パラマウントベッ

ド㈱）入社
1979年� ８月 木村寝台工業㈱取締役
1982年�10月 木村興産㈱（現�パラマウントベッドホー

ルディングス㈱）取締役
1987年� ９月 パラマウントベッド㈱常務取締役
1991年� ４月 パラマウントベッド㈱専務取締役
1997年� ４月 パラマウントベッド㈱代表取締役副社長
2009年� ４月 パラマウントベッド㈱代表取締役社長
2011年� ２月 パラマウントベッドホールディングス㈱

代表取締役社長
2020年� ４月 パラマウントベッドホールディングス㈱

代表取締役会長（現任）
パラマウントベッド㈱代表取締役会長
（現任）

2021年� ６月 当社社外取締役（現任）

市場

取引先
情報

引合い・
商談・失注

展示会
来場者

稟議
ワークフロー

コンプラ
チェック

営業ノウハウ
提案・価格

見積り

受注・売上
発注・仕入

収
集

収
集

連
携

連
携

電子商取引・EC

デ
ー
タ
化

債権・債務 人事情報

受注
履歴

在庫

ユーザー
マップ

ユーザー やまずみ会 ユアサグループ
基幹系システム

マスタデータ
ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ
（
紙
媒
体
・
音
声
な
ど)

DataLake

周辺系システム
炭協会
メーカー

連
携

新
商
品
情
報

商
品
情
報

（
環
境
性
能
）

市
況
・

海
外
動
向

GrowingNavi
EC(アクセスログ)

競
合
動
向

顧
客

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

在
庫
情
報

嗜
好
・

人
口
動
態

専
門
業
種

技
術
者
情
報

発
注
情
報

為
替
変
動

稼
働
デ
ー
タ
・
メ
ン
テ

予
定
電
力
消
費
量(IoT)

配送データ
（配送時収集情報）

配送データ
（配送時収集情報）

現
場
進
捗
（
画
像
）

改
修
・
リ
フ
ォ
ー
ム
予
定
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業務効率化

生産性向上

特 集

ユアサ商事グループの未来へ　　　価値創造の取組み
　ユアサ商事グループは、社会課題の解決	=	成長事業と捉え、気候変動や感染防止、省人化対策といった
社会課題の解決のための新しい商品・サービスの開発に注力しております。

▶Robo Comboが実現する製造現場の生産効率向上

▶静岡・2021年7月大雨時に活躍

▶金津村田製作所様（福井県）への再生可能エネルギー導入支援

　近年、少子高齢化による人手不足や働き方改革、コロナ禍を背景として、製造現場における産業用
ロボットを活用した自動化ニーズは急拡大しています。しかしながら、実際は、自動化システムが加工
機本体の価格を大きく上回ってしまうことにより、導入意欲が半減し、製造現場の生産効率の向上を
阻害させる一因となっていることも事実です。また、自動化設備の導入によって設備が固定化され、加
工機に制約が生じてしまうことも、大きな課題となっています。これらの課題を解決すべく、「Robo�
Combo」を開発いたしました。

　気候変動等の影響で全国的に豪雨による浸水被害が増加してい
る中、当社は取引先メーカー様とともに身近な道路の車止め�
（ボラード）内に冠水センサを組み込んだキヅキミライボラードを開
発し、2021年4月より販売を開始しました。

　当社は、環境分野を中心にESG経営のサポートを行っており、再生可能エネルギーの導入だけでなく、省エネ設
備やカーボンオフセットについてのご提案など、カーボンニュートラルに向けた最適なご提案をワンストップでご提
供しております。

　「Robo�Combo」の導入推進により、省コスト・短時間でのお
客様の自動化を支援してまいります。

Robo Comboの特徴

◎ 機能を最小限に止めることで低価格を実現

◎ ユニットごとの販売が可能	（ロボット部、ストッカー部）

◎ ワンタッチ位置決め機構により、ユニットの移動・
再設置を容易に実現

◎ ストッカーグレードの選択により、様々な自動化
レベルに対応

◎ オプション選択によるカスタマイズが可能

◎ 既存設備への後付け設置が可能

静岡県小山町に設置されたキヅキミライボラード。
「雨天時道路冠水の為『通行注意』」の看板が見える。

蓄電池とエネルギーマネジメントシステムを組み合わせ、系統電力の供給負荷
を低減している。

手頃な価格で簡単に自動化を実現するロボットシステム
『Robo Combo』シリーズを販売開始

冠水検知通信システム 
キヅキミライボラードを販売開始

100％再生可能エネルギー利用工場化のご支援

①ワーク（加工物）を
　ストッカーから取り出す

②ワークを治具に取り
　付け工作機械で加工

③加工完了したワークを
　ストッカーに戻す

繰り返し作業を自動化

導入後
（人手不要）

ストッカーから
ワーク（加工物）を
取り出す

切削加工機に
セット

加工が終わると
ストッカーに戻す

導入前
（人による作業）

Robo Combo MⅠ Ver1

　冠水検知通信システム�キヅキミライボラードが、実証試験中の静岡県駿東郡小山町で早速活躍しております。
記録的な大雨となった2021年7月1日の深夜、県道山中湖小山線湯船地区の道路が冠水し、午前3時36分にキ
ヅキミライが道路管理者にメールにて水位上昇通知を行ったとともに、現地では約200m�に渡り警告灯が赤色点
滅し、通行車両への注意喚起を行いました。深夜の冠水被害でしたが、道路管理者へのメール通知もタイムラグ無
く機能し、警告灯での注意喚起等及び管理者による通行止め対応により、被害を受けた車両はありませんでした。
今後も冠水時の警告機能や情報通知の有効性について確認を行ってまいります。

　この度、当社は村田製作所グループである㈱金津村田製作所様（福井県）の100％再生可能エネルギー利用
工場化のご支援をさせていただきました。太陽光発電モジュール、パワーコンディショナ、カーポート等の資材供給
に加え、プロジェクトの元請け工事を担当し、同工場のカーボンニュートラル化と社会インフラである電力供給網へ
の負担軽減を実現いたしました。
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セグメント別売上高構成比

売上高 2,195億31百万円

2022年3月期
 第2四半期

エネルギー部門

4.3%
その他部門

5.2%
工業機械部門

19.6%
産業機器部門

16.0%

建設機械部門

7.6%

建築・エクステリア部門

11.5% 住設･管材･空調部門

35.8%

■通期��■第2四半期
（億円）

361.02372.75

2020年
3月期

193.22

2021年
3月期

175.24

2022年
3月期

（第2四半期）

167.02

■通期��■第2四半期
（億円）

206.87203.28

2020年
3月期

111.16

2021年
3月期

106.90

2022年
3月期

（第2四半期）

112.96

■通期��■第2四半期
（億円）

351億77百万円

生産活動に底堅い状況が続き、工
場稼働率が高い水準で推移してい
る半導体関連産業を中心に切削
工具・測定機器・制御機器などの
需要が増加。

前年同四半期	286億48百万円 前年同四半期	725億24百万円

売上高

615.20
700.56

2020年
3月期

345.28

2021年
3月期

286.48

2022年
3月期

（第2四半期）

351.77

■通期��■第2四半期
（億円）

1,589.701,624.19

2020年
3月期

793.48

2021年
3月期

725.24

2022年
3月期

（第2四半期）

785.56

785億56百万円

住宅設備機器を中心に持ち直しの
動きがみられ、特に感染防止策と
して換気に対する消費者ニーズが
高く、空調機器などの販売が底堅
く推移。再生可能エネルギー分野
では自家消費向け及びＦＩＴ（固定
価格買取制度）期間の満了に伴う
蓄電池関連機器の需要も堅調に
推移。

売上高

■通期��■第2四半期
（億円）

155.55

205.84

2020年
3月期

102.71

2021年
3月期

69.42

2022年
3月期

（第2四半期）

94.58

94億58百万円

経済活動の再開の動きに伴い、石
油製品の需要に回復がみられると
ともに、原油価格の高騰が続き、ガ
ソリン・軽油などの石油製品価格
にも大きく影響。

売上高

112億96百万円

消費財事業では、前年の巣ごもり
需要の反動やベトナム工場の操業
停止により、季節家電は低調に推
移。一方、空気清浄機など感染症
対策関連商品は堅調に推移。木材
事業では、資材高騰や輸送コストの
上昇により、厳しい販売状況が続く
中、輸入材の確保に努めるととも
に、国産材の販売にも注力。

売上高

■通期��■第2四半期
（億円）

827.23

1,224.26

2020年
3月期

614.84

2021年
3月期

407.44

2022年
3月期

（第2四半期）

430.78

430億78百万円

国内の自動車関連産業では工場
の操業停止などがみられたが、半
導体関連産業を中心に設備投資
意欲は堅調に推移し、工作機械受
注が伸長。海外では、北米を中心
に設備投資需要の回復が続いた
ものの、新型コロナウイルス感染
症の再拡大により、東南アジア諸
国の一部で需要が停滞。

前年同四半期	407億44百万円 前年同四半期	252億33百万円 前年同四半期	175億24百万円

前年同四半期	69億42百万円 前年同四半期	106億90百万円

売上高

■通期��■第2四半期
（億円）

566.24582.59

2020年
3月期

267.42

2021年
3月期

252.33

2022年
3月期

（第2四半期）

252.60

252億60百万円

新型コロナウイルス感染症再拡大
の影響により、首都圏を中心に建
築金物商材・景観エクステリア商
材の新規需要が減少。一方、自然
災害対策や交通事故防止対策な
どの公共設備投資は底堅く推移。
ライフスタイルの変化によって物
置や宅配ボックスのニーズが高ま
り、販売が増加。

売上高

167億2百万円

東京オリンピック・パラリンピック
の開催や新型コロナウイルス感染
症再拡大に伴う建設工事の遅延な
どにより、レンタル会社の新規設
備投資案件は足踏み状態が継続。
一方、災害復旧工事関連での需要
が好調に推移。また、インフラ整
備など公共工事に係る土木系商材
の需要が底堅く推移。

売上高

工業機械部門

産業機器部門 住設･管材･空調部門 エネルギー部門 その他部門

建築･エクステリア部門 建設機械部門

※売上高は収益認識会計基準適用前の数値を記載しております。



2019年
3月期

493,627

226,319

2020年
3月期

491,348

242,813

2021年
3月期

432,185

202,309

2022年
3月期

471,000
（計画）

211,201211,201

会社概要
商 号 ユアサ商事株式会社

YUASA�TRADING�CO.,LTD.�
本 社 東京都千代田区神田美土代町7番地�
創 業 1666年（寛文6年）3月�
設 立 1919年（大正8年）6月25日�
資 本 金 20,644百万円�
従業員数 2,544名（連結）�1,288名（単体）�

発行可能株式総数…………………………… 40,000,000株
発行済株式総数……………………………… 23,155,882株

（自己株式859,581株を含む）
株主数………………………………………………… 7,853名

株式の状況

※単元株式数は100株であります。

1. 千株未満は切り捨てて表示しております。
2. 持株比率については、自己株式を控除して算出し小数点第3位以下は切り
舎てて表示しております。

3. 当社は自己株式859千株を保有しておりますが、上記の大株主から除いて
おります。なお、自己株式には、役員報酬BIP信託が保有する当社株式
（188千株）は含まれておりません。
4. 上記信託銀行持株数のうち、当該信託銀行の信託業務に係る株式数は、
次のとおりであります。
日本マスタートラスト信託銀行株式会社　2,742千株
株式会社日本カストディ銀行　　　　　��1,241千株

大株主	（上位10名）
株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社 2,742 12.30

株式会社日本カストディ銀行� 1,241 5.56

STATE�STREET�BANK�AND�
TRUST�CLIENT�OMNIBUS�
ACCOUNT�OM02�505002

916 4.11

ユアサ炭協持株会 839 3.76

BBH�FOR�FIDELITY�PURITAN�
TR:�FIDELITY�SR�INTRINSIC�
OPPORTUNITIES�FUND

675 3.02

西部ユアサやまずみ持株会 647 2.90

株式会社三井住友銀行 594 2.66

東部ユアサやまずみ持株会 591 2.65

ユアサ商事社員持株会 490 2.19

光通信株式会社 458 2.05

主な海外グループ会社

海外ネットワーク

国内拠点

国内ネットワーク

31拠点（8支社、12支店、11営業所）

湯浅商事（上海）有限公司 中国
YUASA�TRADING（TAIWAN）CO.,LTD. 台湾
YUASA�TRADING（THAILAND）CO.,LTD. タイ
YUASA�ENGINEERING�SOLUTION（THAILAND）CO.,LTD. タイ
PT.�YUASA�SHOJI�INDONESIA インドネシア
YUASA�MECHATRONICS（M）SDN.�BHD. マレーシア
YUASA�TRADING（PHILIPPINES）INC. フィリピン
YUASA�TRADING�VIETNAM�CO.,LTD. ベトナム
YUASA�TRADING�INDIA�PRIVATE�LIMITED インド
YUASA-YI,�INC. 米国
YUASA�SHOJI�MEXICO,�S.A.�DE�C.V. メキシコ

主な国内グループ会社

産業機器
株式会社国興
中川金属株式会社
永井産業株式会社

工業機械 ユアサネオテック株式会社

住設・管材・空調

ユアサクオビス株式会社
友工商事株式会社
浦安工業株式会社
株式会社マルボシ
株式会社サンエイ
株式会社高千穂
フシマン商事株式会社

建築・エクステリア 東洋産業株式会社

建設機械

ユアサマクロス株式会社
富士クオリティハウス株式会社
株式会社丸建サービス
丸建商事株式会社

エネルギー ユアサ燃料株式会社

その他
ユアサプライムス株式会社
ユアサ木材株式会社
ユアサシステムソリューションズ株式会社

取締役及び監査役	
名前 役職 管掌

田村　博之 代表取締役社長 兼�海外事業推進担当

佐野木晴生 代表取締役専務
経営管理部門統括

兼�地域・グループ担当
兼�輸出管理委員会委員長
兼�倫理・コンプライアンス委員会委員長
兼�内部統制委員会委員長

田中　謙一
専務取締役�営業部門
統括�住環境マーケット
事業本部長

兼�ユアサプライムス㈱代表取締役会長

髙知尾敏之 常務取締役�工業マー
ケット事業本部長 兼�㈱国興取締役会長�　　　

中山　直美 取締役�建設マーケット
事業本部長

前田　新造 取締役（社外）

戸谷　圭子 取締役（社外）

木村　恭介 取締役（社外）

水町　一実 監査役（常勤）

古本　好之 監査役（常勤）

鶴田　　進 監査役（社外）

本田　光宏 監査役（社外）

（注）社外取締役を除く取締役は執行役員を兼務しております。
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売上高 国内経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が進展するとともに経済活動に正常化の動きがみられました。工業分野では、設備投資需要が
持ち直し、受注環境は回復しました。また、建設・住宅分野では、マンションを中心とした新設住宅着工戸数が緩やかに回復し、公共設備投資も堅調に推移
しました。一方、海外では、東南アジアにおいて、感染症再拡大により経済活動が停滞しました。その結果、売上高は2,112億1百万円となりました。

配当金 上半期の業績を踏まえ、１株当たり49円とさせていただきました。期末配当金につきましては１株当たり74円、中間配当と合わせて年間123円
（株主還元率�35.8％）を予定しております。

自己資本比率 自己資本比率は、前期末の37.7％から1.0ポイントアップの38.7％となりました。

2022年3月期
第2四半期の

ポイント

■■�第2四半期���　■ �通期 ■■�第2四半期���　■ �通期 ■■�第2四半期���　■ �通期

売上高 （百万円） 営業利益 （百万円） 経常利益 （百万円）

2019年
3月期

12,517

5,238

2020年
3月期

11,871

5,667

2021年
3月期

8,983

4,074

2022年
3月期

11,700
（計画）

4,4584,458

2019年
3月期

13,437

5,715

2020年
3月期

12,804

6,186

2021年
3月期

10,011

4,584

2022年
3月期

11,300
（計画）

3,7513,751

■■�第2四半期���　■ �通期 �第2四半期���　 �通期

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 （百万円） 自己資本比率 （%）1株当たり四半期（当期）純利益 （円）

2019年
3月期

9,038

3,769

2020年
3月期

8,950

4,157

2021年
3月期

6,930

2,959

2022年
3月期

7,600
（計画）

2,6882,688

2019年
3月期

170.15

408.27

2020年
3月期

187.56

403.55

2021年
3月期

133.36

313.03

2022年
3月期

121.61

343.83
（計画）

2019年
3月期

30.9

2020年
3月期

34.0

2021年
3月期

37.7

2022年
3月期

（第2四半期）

38.7

※「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号�2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第２四半期及び通期の計画値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。



　当社は2020年4月に新キャッチフレーズ「『つなぐ』複合専門商社グループ」を制定したことに伴い�
新たに「社歌」「テーマソング」を制作し、振付・出演も全て当社グループ社員によるオリジナルムービーを
制作いたしました。本ムービーには1666年の�
創業から350年以上に亘り取引先様とともに�
育んできた「ツナグチカラ」でサステナブルな社会
を実現する当社グループの全世界の社員の思い
が込められております。

https://youtu.be/bWNFAwmU9dA

この報告書は植物油インキを
使用して印刷しています。

事　業　年　度 4月1日から翌年3月31日まで

期 末 配 当 金
受領株主確定日 3月31日

中 間 配 当 金
受領株主確定日 9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月

株主名簿管理人
三菱UFJ信託銀行株式会社特 別 口 座 の

口 座 管 理 機 関
同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

東京都府中市日鋼町1－1　
電話　0120－232－711（通話料無料）

郵 送 先 〒137－8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

上場証券取引所 東京証券取引所　市場第一部

公 告 の 方 法 �電子公告により行う
公告掲載URL
https://www.yuasa.co.jp/ir/index.html
（ただし、電子公告によることができない事故、その
他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞
に公告いたします。）

（1）株主さまの住所変更、単元未満株式の買取請求・買増請求その他各種お手続きにつきま
しては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなってお
ります。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三
菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

（2）特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が
口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）
にお問い合わせください。

ご注意

株 主メモ

グランドフェア2021のご報告
2021年11月5日（金）～6日（土）幕張メッセ（千葉県）において、関東グランドフェア2021を開催いたしました。次世代のモノづくり・未来のくらし・これから
のまちづくりをコンセプトに社会課題の解決につながる商品やサービスの提案展示を行い、2日間で6,600名を超えるご来場をいただきました。今後もサ
ステナブルな社会実現のための商品・サービスの情報発信に注力してまいります。

株主様インフォメーション

IR関連動画を公開中

ユアサ商事グループテーマソングムービーを制作

　当社は2020年より統合報告書「YUASA�GROWING�REPORT」
を発行しております。2021年版では、当社グループのサステナビリ
ティ宣言の詳細に加え、最新の事業事例やESG経営の取組みについ
てご紹介しております。

http://www.yuasa.co.jp/ir/library/corporate_report.html

http://www.yuasa.co.jp/ir/index.html

　当社のコーポレートサイトには、中期経営計画Growing� Together� 2023の説明や最新
の決算説明会の模様を掲載しております。

統合報告書「YUASA GROWING REPORT 2021」を発行

ムービーは
こちらから




